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リスク低減化サブチーム有機化学物質のリスク低減方法の開発

背景　：　生態系には難分解性有害化学物質が残留・蓄積
　　　　　　　　ダイオキシン類・PCB等のPOPs，一部農薬
　　　　　　　　　　→　農畜産物への影響
　　　　　　　　　　→　水系への汚染拡散

（エンジニアリング・技術実証）

水田からの拡散防止技術
　　　吸着剤・凝集剤

木質廃材燃焼時の発生防止技術

畜産物への移行防止技術

土壌中での分解技術
　　　微生物の定着・増殖
　　　反応促進剤，効果のモニタリング

（技術シーズ）

微生物を利用

植物を利用

遺伝子
組換え

メカニズ
ム

解明

（経済評価）

対策技術の
　　　　経済評価利活用

将来に向けた
素材開発

コスト計算

改良

目的　：　有害化学物質を

　　　　　　　　出さない
　　　　　　　　拡げない　　技術を開発
　　　　　　　　残さない　　　

ドリン系農薬汚染土壌の管理技術
　　品種間比較
　　吸着資材
　　微生物分解

現地実証

現場で利用できる
技術の提供
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水田からの拡散防止技術
　　　　　吸着剤・凝集剤

凝集剤による水田からのダイオキシン類拡散防止技術の開発

凝集剤で土壌粒子の

沈降を促進

ダイオキシン類の

水系への流出・拡散を抑制
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Dxn
凝集剤

ダイオキシン類は水溶解度は極めて低いが，

特に，代かき時に懸濁物質（土壌粒子）とともに

水系へ流出

現地実証試験
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凝集剤の施用により田面水中の

ダイオキシン類濃度が顕著に減少

土壌粒子の沈降促進

吸着していた

ダイオキシン類も沈降

水系へのダイオキシン類の

流出を防止

凝集剤として塩化ｶﾙｼｳﾑ，塩化ｶﾘｳﾑ

を施用すると，田面水中の土壌粒子

がフロックを形成して凝集

実用技術として有望

凝集剤
凝集剤として

塩化カルシウム or 塩化カリウムを

300kg/ha 施用

○　水稲の生育・収量・品質に影響なし

○　水田土壌の化学性に影響なし

○　作業量は 0.9h/ha  程度

○　施用コストは￥20000 程度　（粗収入の約2%）

凝集剤による
沈降促進

今後の課題

流出・拡散抑制達　成

吸着剤を用いたダイオキシン類除去技術の開発
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リスク低減化サブチーム有機化学物質のリスク低減方法の開発

背景　：　生態系には難分解性有害化学物質が残留・蓄積
　　　　　　　　ダイオキシン類・PCB等のPOPs，一部農薬
　　　　　　　　　　→　農畜産物への影響
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水田からの拡散防止技術
　　　吸着剤・凝集剤
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畜産物への移行防止技術

土壌中での分解技術
　　　微生物の定着・増殖
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（技術シーズ）
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組換え

メカニズ
ム

解明

（経済評価）

対策技術の
　　　　経済評価

将来に向けた
素材開発

利活用

現場で利用できる
技術の提供

コスト計算

改良

目的　：　有害化学物質を

　　　　　　　　出さない
　　　　　　　　拡げない　　技術を開発
　　　　　　　　残さない　　　
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ドリン系農薬汚染土壌の管理技術
　　品種間比較
　　吸着資材
　　微生物分解

現地実証

土壌中での分解技術
　　　微生物の定着・増殖

　　　反応促進剤，効果のモニタリング 担子菌の土壌への定着・増殖
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複合分解菌集積炭化素材の開発

木材腐朽担子菌

多塩素置換ダイオキシン

分解・
無毒化

分解酵素群の解析

増殖促進剤の検討

溶出促進剤の検討

分解条件の最適化

分解・無毒化

・POPs・ダイオキシン分解除去量測定

・分解担子菌・分解細菌数のﾓﾆﾀﾘﾝｸ ﾞ

・増殖促進剤や溶出促進剤添加によ
る分解速度、増殖効率の向上の検討

分解菌の環境中モニタリング

生育過程

ダイオキシン分解担子菌の
環境中におけるモニタリング

現場実証試験

　室内実験

低コストな原位置バイオレメディエ－ションによる、POPs・ダイオキシン類の分解・無毒化技術の開発
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ドリン系農薬汚染土壌の管理技術
　　品種間比較
　　吸着資材
　　微生物分解

現地実証

技術シーズ

ファイトレメディエーション

植物を利用した有害化学物質の分解除去技術の開発

ターゲット　：　土壌中の　ダイオキシン類，PCB，ドリン類，シマジン，ノニルフェノール

目的　：　環境中の難分解性有機化合物を，植物の機能を利用して分解・浄化する
　　　　　ファイトレメディエーションの展開に資するための技術シーズを開発

ファイトレメディエーショ ン

植物の作出・選定

ファイトレメディエーション展開に向けた

技術シーズの提供

模擬的環境における
分解効果の実証

P450遺伝子導入植物の作出

根圏微生物

植物
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植物－微生物共生による

分解系の構築
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遺伝子組換え技術

分解植物の作出

①土壌からの脱着

②膜透過性 or 
植物組織への吸着

③地上部への移行

ドリン

吸収植物の探索
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ドリン系農薬汚染土壌の管理技術
　　品種間比較
　　吸着資材
　　微生物分解

現地実証

技術シーズ

バイオレメディエーション

微生物を利用した有害化学物質の分解除去技術の開発

プラスミドとトランスポゾンによる遺伝子の伝播を利用

環境中での分解能の増強

分解菌

染色体 分解プラスミド プラスミドによる
分解遺伝子の伝播

トランスポゾンによる分解遺伝子の転移
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嫌気性分解菌群の解析と利用，分解菌の単離
嫌気的土壌，水圏

脱ハロゲン化酵素遺伝子の解析と

高活性分解菌の育種

テトラクロロエチレン ジクロロエチレン

高度塩素化芳香族化合物の分解

ＰＣＢ ヘキサクロロベンゼン

テトラクロロベンゼン
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発現調節機構の解明と改良
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完全分解

分解酵素遺伝子群の

発現増強
発現調節
因子

プロモーター配列の改良
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酵素改良
分解菌
育　種

ＰＣＢ

ダイオキシン

Cl-

土壌DNA

ライブラリー

新規分解遺伝子
の取得未利用

土壌遺伝資源
の利用
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